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Abstract 

The scientific deep drilling was carried out at the eastern margin of N anko， southern part of Lake Biwa 

and well-preserved core samples were collected for the first time in 1992. Detailed lithological research and 

grain-size analysis were performed on the upper part of the drilled sediments. The sediments are composed 

mostly of pebble， sand， silt and clay beds with fining-upward or coarsening-upward sequence. A part of the 

core sample have good similarity to the braided river sedimeN.ts or meandering river secliments. Graiu size 

characters were interpreted on the basis of comparison with the recent sediments collected from various 

sedimentary environments around Lake Biwa. These results indicate that the southern part of Lake Biwa have 

been in mid-fan to fluvial environments partly with shallow lake condition during more than 330，000 yeal's. 

This contrasts with the northern part of the lake where deep water environments have been developed for 

400，000 years 

はじめに

琵琶湖は日本最大の面積をもっ淡水湖であり，世界

的にみてももっとも古い起源をもっ湖水のーっと考え

られている.その大きくて深い広がりをもっ淡水のi差

額環境は，日本では類例のないものであり，また，長

い時間経過におけるその変遷を解明することは現在の

琵琶湖の意義づけを明確にする上で欠かせないもので

ある

これまで琵琶湖においては何回かの深度の大きな

ボーリングが行われてきたが，北湖の近江舞子沖で行

われた200m，1， 400mの掘削や高島沖のボーリング以

外は，試料の回収率が悪く，学術的にかならずしも充

分な検討ができないものであった.1992年に烏丸半島

の学術ボーリングは，南湖域で行われた深層ボーリン

グとしてははじめて充分な回収率を持つもので，南湖

域の吉環境変遷を解明する上で，きわめて重要な資料
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となるものである.そこで，岩梧にもとづく堆積梧の

解析とともに，系統的な粒度分析をおとなって，堆積

物が形成された当時の堆積環境の解明を試みた.現在

から過去に遡る方が解析に有利であることや時間的制

約から，深度200m付近の岩棺の境界部(深度一192.61

m) までを研究対象とした.

その結果として，現在から 3万年ほど前までは，こ

の地域は蛇行河川に近い形態の河川系が卓越する沖積

平野の環境であり，一時的には浅い湖沼の状態も見ら

れたものと推定された.また 3万年前から約10万年

前の間は，扇状地が大きく張り出した網状河川の状態

であり， 10万年前らから約30万年前までの間は網状河

川型の河川|系が支配的で，扇状地の前進と後退が繰り

返えされ，扇状地の後退した時期には沖積平野下部か

ら三角州にかけての環境が発達したと推定される.す

なわち，南湖周辺は，過去 3，40万年間を通じて，基

本的には現在の状態と類似した沖積平野の環境にあっ
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Abstract 

The scientific deep drilling was carried out at the eastern margin of N anko, southern part of Lake Biwa 

and well-preserved core samples were collected for the first time in 1992. Detailed lithological research and 

grain-size analysis were performed on the upper part of the drilled sediments. The sediments are composed 

mostly of pebble, sand, silt and clay beds with fining-upward or coarsening-upward sequence. A part of the 

core sample have good similarity to the braided river sedimeNts or meandering river sediments. Grain size 

characters were interpreted on the basis of comparison with the recent sediments collected from various 

sedimentary environments around Lake Biwa. These results indicate that the southern part of Lake Biwa have 

been in mid-fan to fluvial environments partly with shallow lake condition during more than 330,000 years. 

This contrasts with the northern part of the lake where deep water environments have been developed for 

400,000 years. 
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の地域は蛇行河川に近い形態の河)11系が卓越する沖積

平野の環境であり，一時的には浅い湖沼の状態も見ら

れたものと推定された.また 3万年前から約10万年

前の聞は，扇状地が大きく張り出した網状河川の状態

であり， 10万年前らから約30万年前までの聞は網状河

川型の河川|系が支配的で，扇状地の前進と後退が繰り

返えされ，扇状地の後退した時期には沖積平野下部か

ら三角州にかけての環境が発達したと推定される.す

なわち，南湖周辺は，過去 3，40万年間を通じて，基

本的には現在の状態と類似した沖積平野の環境にあっ

1999 Na12 61 



Depth 
o 
符E

10 

30亘書fコ
， 

t1.0 ーセニコニコW 山

50 -L.一一一一一一一

50 

KR圃A

60 

70 

11 三三L竺
80 

A6 

KR帽邑 8a 

81 
LEGEND 

己よιと

peat 90 

peaty mud 
clay 

82 silt 

員sand
gravel 

F占 plant fragments 

A rootlet 
83 

Q vivianite spots 
lt bioturbation 

100 
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たことが明らかになった.

烏丸半島深層ボー 1)ングの上部の岩相

烏丸半島において採取されたボーリング試料は，烏

丸地区深層ボーリング調査団によって当初A~] の 10

震に分けられたが，その後同調査団によってKR-A

~Fの 6 層に再編された(林ほか， 1994).本研究の対

象は， KR-AからKR-B層の下底(深度192.61m) ま

てるである.その詳しい岩相柱状図を第 1闘に示す.

深度6.7mまでは埋め立て土であり，検討から徐外し

た. KR-A層は砂層とシノレト・粘土層の数m単位の繰

り返しからなる.小規模の堆積サイク Jレを基に 6つの

ユニットに細分した. KR-BI警は際層や砂層，泥!習の

繰り返しで，上方粗粒化や上方細粒化の重なりが認め

られる.最上部では傑層が卓越するが，その下位では

上方に細粒化する 4つの大きな土佐穣シーケンスを認め

ることができる.これらを堆積サイクルと岩棺の違い

から，合計で21のユニット (Bl~B21)fこ細分した.

1. K件 A層 (深度S ‘ 7~33.64m)

基本的に 1~2mのl享さのシルト・粘土震と同じ程

度の厚さの砂層との重なり合いによってできている.

砂層は砂燦層を含むこともある.全体にわたって植物

根跡・炭質物・泥炭がよくみられる.岩相の累重関係

に注目すると，上部と下部に分けることができる.上

部は，それほど顕著ではないが，上方細粒化の土佐稜サ

イクルによって特徴づけられる.下部は，砂語表層とシ

/レト層または粘土j習とが交互に重なっているが，特に

上方細粒化といった規則性ははっきりしない.細かく

みると，上部は 4 つのユニット (Al~A 4)に，下

部は 2つのユニット (A5， A 6)に分けることがで

きる.なお，各ユニットの深度は小型ボーリングのデー

タ(第 1図の右僻の柱状!翠)に義づいている. 11.5m 

のKR21火山灰層は鬼界一アカホヤ火山灰に， 24.5m 

付近のKR39-E火山灰層はAT火山灰に同定されてい

る(吉JlI，1994). 

(1) KR-A層上部(ユニット Al~A4)

Al (6.7~9.80m): 全体として上方掘粒化を示す.

上部はおおむねねシルト~粘土からなっており，その

上部ほど細粒となる傾向をもっ.途中に細~極細粒砂

の薄い層をはさむ.泥炭層をはさみ，植物1史跡・ j実質

物も豊富で、ある.最上部に華経層が挟まるが，本来は上

位の別のユニットに含められるものかもしれない.下

部は霊祭混じりの粗粒砂によって構成されている.層厚

は1.5mである.削り込みがしミくつかの層準でみられ，

平行案理も確認される.炭質物や植物根跡，生物援乱

もみられる.小さな規模の上方細粒化，および上方組

粒化の両方がみられる.

A2 (9.BO~12.60m) :全体として砂層が卓越する.

砂の単層群が続いたのち，シjレ卜層へ納粒化する.全

廃準にわたって植物根跡・炭質物が多くみられる.砂

質部には平行業理や細かい斜交葉理l，生物擾乱がみら

れる.シルトj習には藍鉄鉱もみられる. 11. 7mの深さ

には10cmの厚さのガラス質火山灰層 (KR21)がみられ

る.砂の単層群はおもに中~極縦粒砂からなり，その

i習にシ/レトや霊祭の!習が若干はさまる.各)習はおおむね

上方細粒化を示すが，上方粗粒化を示す層もわずかに

ある.

A3 (12.60~17 .20m) :比較的明僚な境界でI二部，

下部に二分される.上部は厚さ2.8m程であり，おもに

粘土層からなる.途中に上方細粒化を示す砂j怒り弱j事

O.7m程度)をはさむ.粘土層でもゆるやかな上方納粒

化を示し，生物援乱もみられる.また植物片や炭質物

も多くみられる.砂層にも炭質物や生物援乱がみられ

る.下部は砂質の単一単層若手からなる.I習停は1.8mf:'j!

である.細~極細粒砂の卓越する部分と粗粒砂の卓越

する部分とに比較的明瞭に分れる.上方細粒化・上75

粗粒化ともに若干みられるが，全体的な傾向はみられ

ない. 1実質物，生物擾乱がみられる.

A4 (17.20~21.90m) :上部・中部・下部の三つの

部分に分けられる.境界は比較的明瞭である‘上部は，

中粒砂から粘土への上方紹粒化を示す，ほぽ同じ厚さ

の3つのサイクルからなる.それぞれ全体的に炭質物

がみられ，砂j蕩には細かいラミナが発達する.中部は，

総粒~極綿粒砂の単一単層群で， l'霞厚は1.1mである.

下部にはシルト~極楢粒砂の薄層が挟まれる.上部と

中部の間には薄い泥炭層がみられる‘下部は，中燦~極

粗粒砂層からなれ!雪厚は 1mである.際径は最大2.5

cmほどである.

(2) KR-A層下部 (ユニット A5・A6)

A5 (2 1. 90~2 7. 60m): 上部・中部・下部の 3 つの

部分に分けられる.全l習準に植物根跡や炭質物が多く

みられる.深度24.67mにみられるj撃さ 8cmのガラス質

火山灰がKR39-Eである.上部はシルトj習であり，薄

い火山灰1習を 2枚はさみ，全体的に火山灰質である.

層j翠は1.7m.中部との境界は漸移的である.A4との

境界には極細粒砂の簿層群(隠さO.3m)がある.中古1¥

は粘土層が主体であり，火山灰!習を 2;&，泥炭j習を数
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たことが詰だらかになった，

，寝 リングのi二部の謙治

烏丸半島?と必いで認取されたボ…ヅング試料は，烏

丸地区深箆ポーソング綴ままN1 によって当主ìJA~J のお

j言に分けられたが，そ

~Fの 61穫に再編された

象は， KR-AからKR-8

てるである.その詳しし

によってKR-A

1994) .本研究の対

.61m) ま

1限に示す.

深度ふ7mまでは埋め立てことであり，検討から徐外し

た. KR-AI警は砂層とシノレト・粘土I~警の数m単位の繰

り返しからなる. イク Jレを墜に 6つの

ユニットに~~司分した. KIト8 泥庖の

りが認め繰り返しで，

られる.最上部てもは様擦がネ滋Tるが，その下位では

よ方;こ続投化するヰつの大きな金銭絞シーケンスを認め

ることができる.これら

から， ユニット(B1 821)に続分した.

1. KR-A麗 {深度6.7~33 ‘ 64m)

基本的 Lこ 1~2mの際ð のシル とi奇

度の!享さの砂!留との芝設なり会いによってで診ている.

砂層は砂j際層を含むこともある.会体にわたって植物

根跡・ ER号室:~.泥炭がよくみられる“

に注目すると，上部と下部に分けることができる..L

吉日は， そi'J.，Iま

イク jレによっ

!!-トj緩また

上方組車立イじといっ

ないが，上方納税イじの犠稜サ

られる.下部は，砂語表層とシ

とが交li~こ滋:なっているが，特に

みると，上部は 4つの

はっきりしない. ~;f自かく

ツト (Al~A 4)に，下

きちは 2つのニLニット (A5， A 6 )に分けることがで

きる.なお，各ユニッ;、の深肢は小怒ボーリングのデー

タ{第 1認のお畿の柱状濁)に奨づいている. 11.5m 

のKR21jく

付近のKIむき E火

る{吉111.19保L

カホヤ火山灰に.24‘5r廷

はAT火山灰に局窓されてい

(1) KR-A層上部(ユニット A1 ~A4) 

A1 (6.7~9.8号 m) :会体としてよブヲ絞殺イとを示す.

上部はおおむねねシルト~粘土からなっており，その

上部ほど制粒となる傾向をともつ.途ゅに紛l~極童話粒砂

の薄いj習をはさ主人

物も豊富である. るが，本来は上

告の別のユニットに合められるものかもしれない.下

部は霊祭混じりの組粒砂によって構成されている.層厚

は1.5mである"削り込みがいくつかの腐準でみられ，

平行案理も椴認される.災号電物や植物根跡，生物擾乱

もみられる.小さ および上方粒

粒化の南方がみられる.

A2 (9.80~12.60m) :.全体として砂層が卓越する.

診の単震計二が続いたのら，シルト綾へ剣粒化する.全

!雲準3これたっ

質部に

くみら才もる li会

ち

れる.シルト濯には襲五鉄鉱もみられる. 11.71廷の深さ

にはlOcmO)厚さのガラス箆火山灰!際 (K渓2ひがみられ

る.

間十こシノレト

上方組粒化をぷすが，

ある.

らなり，その

はお2さむね

もわずかに

A3 (12.60~17.20m): 比較的明瞭な境界で!ヨlí ，

下部にニ分される.上帝ß~ま際4 怠 2.8m線であり，おもに

粘土履からなる.途中によブJ刺殺化公示す砂J鍔(J潟i事

O.7m程度);をはさtJ粘ニた!務でもゆるやかな」二万細事7

fとを示し，生物援乱もみられる.また織物片や炭質物

も多くみられる.

る.

でみる.

する部分と

られ

らなる.I議長iはiιm寝
る部分と組粒砂の卓越

上方総君主化・上方

総粒化ともに若子みられるが争 はみられ

ない.炭資格，生物援蓄しがみられる.

A4 (1 7. 20~21 童話 m) :上部・ 1宇都・下訟の三つめ

部分に分けられる.境界は比較的明瞭である.J二きちは，

中粒砂から粘占とへのよ11綴粒化を示す. Iま;玄関じi奈さ

の3つのサイクノレからなる.それぞれ全体的に炭質物

がみられ，砂j努』こは縦かいラミナが発遼ずる.中部は，

j護停は1.1mである.

下部にはシルト~憐制粒砂の簿j欝が挟まれる.上部と

C羽ほどである鳴

られる.下部は，中隊~極

1mである.際径は最大2.5

(2) K仔 A緩下線 (ユニット A5・A6)

A 5 (21 号 90~27 初 m) :上主11.中部・下部の 3つの

けられる.ぎなj議議に種物板挟やj実質物が多く

みられる.深度24‘67rれにみられる摩さき剖のガラス焚

火山灰がKIむ喜一況である.よ訟はシルトj警でみり， r)Jj 
い火山灰腐な 2枚はさみ，ぎ主体的に火山灰震である.

履修は1.7m.中部との境界は漸移iめである.A4との

境界には緩殺fl絞紗の簿熔群(浮さO.3m)がある.

は粘土騒が定休マあり，火山灰!習を 2枚，泥炭層
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枚はさむ.}膏厚は2.1mで、あり，下部との境界は比較的

明瞭である.下部はおもに砂層からなり，層厚2.0mで

ある.極細粒砂が主体をなすが，間に厚さ0.3mの中擦

の磯層(最大径2.0cm，平均径1.0cm)がはさまる.上

方細粒化がみられることもある.

A6(27.60~33.64m) :層厚0.5~l. 5m程の粘土層，

シルト層，および砂層が交互に重なる.上方組粒化・

上方粗粒化がともに若干みられる.また，生物擾乱も

認められることもある.粘土震には植物棋・炭質物が

豊富で，泥炭層もはさまれている.また，藍鉄鉱も若

干みられる.砂層は中~極細粒砂と粗粒砂からなる単

一単層群からなり，粗粒部では1実質物がみられる.KR 

-B層との境界に近い最下部付近は，薄い細粒砂層や粘

土層をはさんだシJレト層であり，径1.0~4.5cmの礁か

らなる操層もみられる.

2. KR-8層

深度36.63~7 1. 1m付近までは諜層の卓越した岩層

である.その下位では， 7l.10から91.95mまで， 9l. 95 

から118.90mまで， 118.90から146.30mまで，および，

146.30~192.61m まで，という 4 つの上方に細粒化す

る中規模の重なりが認められる.ここでは，それらを

KR-Ba~Be と仮称して，合計の 5 つのシーケンスに

窪分して扱う.

(1) 8aシーケンス 33.63~7 1. 1m (ユニット 81

'""-" 85) 

Baシーケンスはおもに探層からなる.わずかに挟ま

れるシルト・粘土層を境に， B1 ~B5 の 5 つのユニッ

トに草分される.

81 (33.64~40.15m): 砂醸層.ボーリング持に細

粒部の大部分と砂醸の一部が未回収となっている.上

部では細牒~small pebbleが主体をなし，下部では

large pebbleも含まれてくる.醸種には砂岩が多く，泥

岩・チャートの{擦もみられる.径 2~ 3cmの醸から，

大きなものでは4.5~5.0cmの長筏をもつものまであ

る.炭質物や植物根跡がみられる.基質はシ/レト~極

組粒砂である.淘汰が悪いが，岩相的特徴なのか，ボー

リング時の苦しれなのか，判断できない.

82: (40.15~45.50m): 上方細粒化を示す薄い砂

層と牒層からなる小さな重なりが数回繰り返す.確認

できるのは 4回であるが，欠落部分を考慮に入れると

6'"'--'7屈程あったと思われる.シルト層や粘土層が挟

まれる場合もある.擦は細瞭~small pebbleを主体と

し， large pebbleも点在し，径5cm程のものがみられる

こともある.際種は，砂岩・チャート・酸性火山岩が

確認されている.基質は中粒砂~極粗粒砂である.砂

岩層ではj実質物のラミナがみられる層もある.また，

深度45mには火山灰層がみられる.

83 (45.50~50.60m) :砂諜層.ボーリング時に細

粒部の大部分と砂礁の一部が未回収となっている.際

は細操~small pebbleが玉体である.おもに亜円~亜

角擦で，径4.0~4.5cmのlargepebble躍も点在し，まれ

に 6~8cmの霊祭がみられる.際種は，粘板岩・砂岩・

泥岩が多く，チャート・花樹岩・石英斑岩・凝灰岩も

みられる.砂質部は中~粗粒砂である.

84 (50.60~56.00m) :上部と下部に分けられる.

上部は厚さ1.15mで中粒砂層から粘土層へ上方組粒化

を示すユニットとなっている.全層準に炭質物が豊富

であり，ラミナもみられる.粘土層には炭質木片がは

さまれている.下部はおもに5ノノレト層と極細粒~細粒

砂層からなっている.小さな規模の♂上方細粒化・上方

組粒化がみられるが，顕著な規開性はみられない.炭

質物が普遍的にみられ，ラミナが確認される砂層もあ

る.52.37m， 52.54m， 52.70mにそれぞれ由子状・レ

ンズ状の火山灰がみられる.また， 55.33mに黄白色火

山灰がみられる.

85 (56.00~11.10m): 砂牒屠を主体とするが，薄

い粘土層・シJレト層・極細粒砂層をニゲ所ではさむ.

部分的にはpebbleが密集している層準もある.深度

63.3m~65.8mの部分は諜ばかりであるが，細粒部が

未回収という可能性もある.擦は細諜~large pebble 

からなる.主体をなすのは径o.5~1. 5cmの擦で、ある.

離は亜円~亜角であり，醸種は砂岩・泥岩・チャート

が多く，花開岩・粘板岩もみられる.径 4~5cmの醸

もよくみられ，まれに10cm程の擦も含まれる.深度

63.51mではボーリング孔の径を越えるほどの大きさ

の花縄岩離もみられた.基質はおもにアルコース質の

紹~粗粒砂であるが，シルト~極細粒砂が含まれる場

合もある.深度63.3m~65.8mの区間はpebble諜が主

体で，その基質は縮諜である.

(2) 8bシーケンス 71.10~91.90m (ユニット 86

~88) 

細醸~中醸層を基底に持ち，上方に細粒化する20m

ほどの厚さのシーケンスである.岩棺の違いから， B 

6~B8 の 3 つのユニットに細分される.

86 (7 1.10~75.10m): 粘土層・シルト層・極細粒

砂層からなり，全体的に上方組粒化を示す.粘土層・

シルト層には極細粒砂が混ざっており，不淘汰である.
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ちな.J覆翠は2.1mであり，下部と

る.下音ちはおもに?語、j警からなり，議淳2.0mで

ある.緩額数砂が主体をなすが，関に浮き0.3mのや諜

.Oc滋， 王子均輩。 がはさ予まる.上

らnることもある.
A6(2 7. 60~33.64m) : I醤厚O.5~] 。

シルト嬢，および砂震が交互

ともに若干みられる騰

られることもある.粘土援に

上方制粒イじ・

，、I'iE炭層もはさまれている‘ま

られる.砂層は中~騒緩和‘石少と

らなり，

-撰貿物が

も

られる.KR 

はさんだシルトj警でみり，

らなる議惑もみられる.

.O~4.5cmの離か

2. KR-8層

63~7 1. 1m付近まで した岩層

る.その一下位では， 71. 10から91“95m訟で， 91.95 

から118.90mまで， 118.90から146.30m*1¥およて人

14ふ 30~192. 61mまで，という 4つ

るや諜撲の重なりが認められる.こ それらを

KR-Ba~Be と仮称して，

して11えう.

(1) 8aシーケンス 33. 1ì 3~71.1m (ユニット 81

'-"'85) 

5つのシーケンスに

Baシーケンスはおもに操罵からなる.わず、かに挟ま

れるシルト・粘土層を境に， Bl ~B5 の S つのユニッ

トに区分される.

81 (33.64~40.15m): 砂穣底~…リン

と砂擦の一部が未開設となっている.上

は頼醸~small pebbleが主体をなし，下部では

pebbleも含まれてくる.様壌には妙岩が多く，泥

・チャートの援らみられる.径 2~3cmの穣から，

大念なものでは4.5~5.0cmの長認をもつものまであ

る. 1焚繋物や植物根跡がみられる.義紫はシ/レト~撤

る.淘汰が悪いが，岩制的特徴なのか，ボ

リング時の苦しれなのか，判断できない.

82: (40.15~45.50m): 

!欝と磯j欝からなる小さな重なり

て?きるのは4回であるが，欠落部分を考擦に入れると

6--""7間程あったと患われる.シノレト

まれる;場合もある.援は継機~small pebbleを主体と

し，ぬほepebbleも点、在し，径5cm粧のものがみられる

こともある. -チャート・酸性火

中粒砂~極粗粒砂である*砂

ラミナがみられる層もある‘また，

られる.に
Jv

d
n
y
 

震

度

岩

深

83 (45.50~50.60m) :砂諜層.ボーリン

粒部の大部分と砂離の一部が来司設となっている.

も

は極探~small

角;擦で，

に 6~8c琵lの繋がみられる.毒薬襲込絵絞岩・

く，チャ~ト春花弱者・石英議岩・灘E友務ち

みられる.路、繋きちは中~総粒砂である.

84 (50.60~56. 間的) :上部と下部に分けられる.

上部は淳さし15mで中粒砂j翠から粘土屠へ上方組粒イヒ

を示すユニットとなっている.全層主震に炭費物が盤言葉

であり，ラミナもみられる.粘土麗にはj炭賀木片がは

さまれている.下部はおもに5ノルト震と橿懇粒~絹枝

砂層からなっている。小さな土器模むよ方組粒1~. 

組詮化がみられるが，第築審な議員立牲はみられない.

質物が普選的にみられ，ラミナが羅認される静躍もあ

る.52.37m， 52.54紛争 52.70mにそれぞれ窃乎状・レ

ンズ:誌の火山択がみられる.また， 55.33m~と黄自合火

出灰がみられる.

85 (5ô.OO~11 鳴 10m) :砂探層を主体とするが，

い粘土j翠・シノレト麟・櫨細粒砂層を二ゲ所ではさむ.

部分的にはpebbleが掛集している麗準もある.

63.3m"-'65.8mの部分は離ばかりであるが，縮粒部が

未毘収という等給肢もある.霊祭は経諜~large pebble 

からなる.主体をなすのは径O.5~1. 5ζmO)諜で、ある.

霊祭は霊内~蔑魚であり，機謹は砂岩・詫岩・チャート

が多く，花縄場・粘板岩もみられる.窪 4~ 5cmの襟

もよくみられ，哀れに10cm程の擦も含まれる.

63.51mではボ…リング孔の誌を越えるほどの大きさ

む花嶺岩諜もみられた.器質はおもにアルコース

細~粗粒砂であるが，シルト~極組粒砂が含まれる

合もある.

体で，そ

.3m~65.8mの区間はpebble離が主

る.

(2) 8bシーケンス 71.10~引 .90m (ユニット 86

~8 喜}

，上方に懇粒先する20m

ほどの浮き予のシーケンスである.岩拐の違いから， B 

6~B8 の 3 つめよヱニットに組分される.

86 (71. 1 O~ 15.10 m) :粘土層・シノレト層・極細粒

砂麗からなり，全体的に上方組粒イ七を示す.粘土層・

シルトj警には極細粒砂が漉ざっており，不淘汰である.
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全体的に炭質物が豊富であり，ラミナ・生物擾乱もみ

られる.72.10m付近と74.60m付近には火山灰層があ

る.

B7 (7 5.10~82.40m): 上部と下部に分けられる.

78.00m付近のsmallpebble諜が主体を成す砂諜層の

上位が上部で，この砂諜層から上方へ細粒化して砂嚢

シルト層となり，さらに漸移的にシルト層へと変わる

が，その上位では再び極細粒砂層となる.シルト躍に

は細J擦が混在する. また，細粒砂~シノレト層には雲母

片がよく認められ，砂層には生物擾乱がみられる.一

部には淘汰の良い凝灰質砂岩が挟まれる.

下部は全体的としては上方細粒化の傾向にあるが，

各層ごとには上方細粒化と上方組粒化が小さな単位で

認められる.シ/レト層と砂層を主体とし，しばしば炭

質物がみられる.シノレト層には細擦がまれに散在して

おり，砂層には雲母片が多くみられる.また，深度81.61

mには火山灰層がみられる.

B8 (82.40~91.95m): 上部・中部・下部に分けら

れる.上部は層厚2.5mで，主体は細粒砂~細諜層であ

る.穣種はチャート・石英・長石・粘板岩などからな

る.small pebbleも若干含まれている.淘汰の悪いシル

ト質砂層と泥炭層がはさまれている.中部は層厚4.8

m. おもに砂層とシノレト層が主体をなす，小さな上方

細粒化を示す 5つの小規模な重なりからなる.下部は，

層厚1. 6mの細粒砂~small pebbleからなる砂瞭層で

あり， 1擦の最大径は3cm程度.円諜で，操種はおもに砂

岩・泥岩・チャートである.

(3) Bcシーケンス 91.90~118 .80m (ユニット B9

~B12) 

下部に細瞭~small pebblel曹が発達し，上部に泥質

層が多いという，全体として上方細粒化の重なりを示

すが，より小さな規模の 2つないし 3つの上方鍛粒化

の重なりから構成されている.岩相から B9~B12の

4つのユニットに細分される.

B9(91.95~100.00m) :おもに粘土層からなり，中

部に層厚2.30mの砂層がはさまれる.粘土層には炭質

物が多くみられ，泥炭層も何枚かはさまれている.砂

層は小さい単位では上方細粒化や上方粗粒化がみられ

るが，全体としてはいずれの傾向もはっきりしない.

砂層には炭質物やラミナもみられる.深度94.5mには

クリーム色の火山灰質シJレトがみられる.

B10 (100.00~109.00m) :上部と下部に分かれる.

上部はおもに中粒~細粒砂層によって構成され，粘土

層を伴う小さな単位での上方細粒化や上方組粒化がみ

られる.砂層には炭質物やラミナが発達する.下部は

おもに砂醸層からなり，薄い砂j習が挟まれる.極組粒

砂~細操が主体をなし，中{擦の点在や中粒砂の混在も

みられる.醸は亜円~亜角であり，離種はおもには砂

岩・泥岩・チャートである.最大径は 4cmほど.砂は

アJレコース質で，炭質物や斜交ラミナが多少みられる

B 11 (109. OO~114. 55 m) :粘土層と砂層からなり，

全体を通した上方組粒化や上方組粒化といった傾向は

みられない.全層準に炭質物・ラミナがみられる.深

度110.5m(層厚O.75m)と深度112.7m(層厚O.45m)

には，粘土層から細粒砂層にいたる上方粗粒化の重な

りが認められる. また，深度1l1.85mと深度112.90m

付近には白色火山灰がみられる.

B12 (114.55~118.80m) :層厚4.2mの砂際層であ

る.擦は細醸~small pebbleで，亜角諜が多く，瞭種は

砂岩・泥岩・チャート・石英斑岩などである.基質は

アルコース質の中~極粗粒砂である.深度117.00m付

近から下位では， large pebbleが混ざるほど瞭径が大

きくなり，基質もより組くなる.最大様径は仁部では

2 cm， 下部では 6cm程度である.

(4) Bdシーケンス 118.80~146.30m (ユニット 8

13~B15) 

下部に細諜~中諜諜層がよく発達し，上部では粘土

層・シルト層が多くなるという，全体として上方細粒

化の重なりを示す.ただし，最上部に中醸の諜層や中

粒砂層が薄く発達している.岩相の違いから， B13~B 

15の3ユニットに細分される.

B13(118.80~121.33m) :シルト麗(/膏厚O.65m)・

諜層(層厚O.17m)・極細粒から中粒砂の薄層などから

なる単層群(層淳1.5m)が重なっている.上方縮粒化

や上方粗粒化といった傾向はみられない.諜は径

2.2~4.0cmの砂岩・泥岩・チャートの亜魚諜である.

全体に炭質物は豊富であり， 1深層と砂層の聞には材化

石がみられ，砂層の下位には薄い泥炭層がある.また，

深度119.30m付近には白色火山灰と黄白色火山灰がレ

ンズ状に入っている.

B14(12 1. 33~132.30m) :おもに粘土層と砂層から

なり，両者は瀬移的であることが多い.小さな単位で

の上方細粒化や上方粗粒化はみられるが，全体的な傾

向はみられない.粘土層では炭質物・植物片が豊富に

みられ，泥炭・亜炭をはさんて、いるものもある.深度

128. 5~ 129. 2mでは藍鉄鉱がみられた.また，深度

124.5m， 125.5m， 131.00mに火山灰が認められる.

B15(132.30~146.30m) :確から粘土，または細粒
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り，ラミナ・

られる‘ 72.10m付近と74.60m1す近に

る.

B7 (7 5.10~82.40m) :上部と

78.00m付近のsmallpebble諜が主体

，この砂諜層から

もみ

られる.

の

して砂嚢

シルトj欝となり，さらに漸移的にシノレト鴎へと変わる

そのとf立では再び謹縮粒砂躍となる.シルト層に

る. また，剥粧紗~シ/レト躍に

られ， E少震には生物擾乱がみられる.

まれる.

として

とには上方担粒化と

品川
Nるあに

さ

られる.シル卜層と砂躍を主体々

られる.シルト層には細擦がま

おり，紗践には雲母片が多くみられる.ま?と，

mには火山茨j蓄がみられる.

8 詰 (82.4 自~91.g5m) : 

れる.上部は!翠厚2.5mで，

る.霊祭穣はチャート・石英・

;，;)‘ small pebbleも若干含まれている，

ト紫紗j警と詑長震がはさまれているー

.61 

に分けら

どからな

三シノレ

ロ1. おも

縦続イじ

とシノレト騒が主体をなす，小d

5つの小規模な重なりからなる.下部は，

.6mの細粒砂~small pebbleからなる砂穣認で

あり，機の最大箆は3cm程度.内線で，機織はおもに砂

・チャートである.

(3) Bcシーケンス 91.90~118.BOm (ユニット B9

-B12) 

いという，全体とし

いよ部』こ泥貿

りを示

より小さな主主撲の 2つないし 3つ

りから模戒されている.務縮からお9~B12の

4つのユニットに錨分される.

B9(91.95-100.0日m):おも らなり，中

.30mの砂層がはさまれる.粘土罵には炭質

くみられ，泥炭!警も何枚かは浅まれている.砂

は小ざい単{立では上方紙粒イとや上方組粒イ七がみられ

るが，全体としてはいずれの傾向もはっ怒りしない.

には左足繋物やラミナもみられる.深長室94“5mには

クリーム色の火山氏賓シルトがみられる.

B10 (100.00~109.的 m) :上部と

はおもにi:t粒~据栓砂震によって鱗成され，話土

う小さな単位でのよ方総数化やよ方組敦化がみ
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には炭繁物やラミナが発達する.

らなり，簿い砂躍が挟まれる.

中撲の京在や中粒訟の混主も

みられる‘議は接待~漆角であり， j擦謹はおもに

岩・泥岩・チャ…トである.最大援は 4cmほど.

アルコース繋--r，変質物やまヰ交ラミナが多少みられる

B 11 (1的.OO-114.55m):粘土翠と砂溶からなり，

全体を議したよ方縮粒化や上方粗粒化といった領向は

らjぺLる.

おも

には，

みられない

護llO.5m

-ラミナがみられる.減

.75m)と深度112.7m(層厚O.

にいたる

りが認められる. ;:f:深産1l1.85mと深度112.90m

fす近には自色火更がみられる.

B12 (114.55-11喜笹80m): /翠j享4.2mの秒i穣N認でみ

る.霊祭は綴章表~話mallpebbleで，連角撲が多く，

J沙岩・詫務・チャート・石英斑岩などである.蒸繁は

アノレコース

近から

きくなり，

J
け
勺
4
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2 cm， 

.8 

(4) Bdシーケンス 11 S . 8 O~ 14 6 . 30m (ユニット 8

13~ B 15) 

よく尭達し，

くなるという，全体とし

ただい最←と部;こ

粒砂層が簿く発悲している.岩梧の違いから， B13~B 

15の3ユニツ?にJ縮分がれる.

B13(118.80-121.33m) :シルト麗

.17m)・極細粒から中教静の簿舗などから

震・シルト

aaa 

る
「
一
ト

な

や

之

。5m)が重なっている恥

といった領均はみられない.

-泥岩・チャート

り， 1繋層と には材化

は径

司7

9. 

石がみられ， はr等も

は告色火山夜と

る.;:f:た，

レ

っている

B 14(121“33-132.30m) :おもに粘土j警と紗懸から

なり，両者は術移的であることが多い./.1、ち

のよ方組粒イじゃ上方粗粒化はみられる

l匂はみられない.粘土j習では炭質物・植物片が鯵箆に

みられ，総炭・ 3草炭をはさんでいるものもある.

128.5~129 2rれでは寵鉄鉱がみられた.また，深度

124.5m， 125.5m， 131.00mに火

B15(132.30-146.30m) :諜か

られる.

2また
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砂に至る上方細粒化の 4つの重なりからなる. 1)層

厚1.9m. 基底の砂瞭層は組粒砂~small pebbleからな

り，操は亜円~亜角で，探種は砂岩・泥岩・チャート・

石英・頁岩などである.最大瞭径は 6cmほどである.

その上位で砂岩層から粘土層へと細粒化する.砂層の

途中に基底と|司じような砂霊祭層が薄くはさまる.砂

層・粘土層では炭質物・植物痕跡・木片がみられる.

2 )層厚2.6m. 基底の砂探j習は粗粒砂~large pebble 

からなり，操種は砂岩・泥岩・チャート・石英・石英

斑岩などである.最大牒径は 7cm程度.その上位に中

粒砂層が重なり，細粒砂まで細粒化したところで，上

位の砂瞭j冨に削込まれている. 3)層厚4.5m.基底の

砂離層は層厚2.6mで，細瞭~small pebbleからなり，

機種は砂岩・泥岩・チャート・石英・花関岩などから

なる.最大様径は 6cm程度である.上方組粒化を示す

厚さ20cm程の砂層をはさむ.砂{深層の上部では組粒砂

~紐粒砂を主体とするようになり，層厚1.6mのシルト

層に漸移する. 4) 層厚2.8m. 組粒砂~small pebble 

からなり，砂諜層から粗~中粒砂に上方細粒化するユ

ニットが3回重なったのちに，層厚0.5mのシルト層に

漸移する.砂層には植物片がよくみられる.諜種は砂

岩・泥岩・チャート・石英・花商岩などからなる.最

大様径は1. 5~2.5cmである.

(5) Beシーケンス 146.30~192.61m 

Beシーケンスは，砂・諜層と粘土・シルト層との繰

り返しであり，層準により操層の優勢な部分と泥質層

の優勢な部分とがみられる.岩相により B16~B21 に

区分される.

B16(146.30~166.00m) :基本的に粘土層と砂層の

繰り返しからなる.全体的には上方組粒化や上方組粒

化といった傾向はみられない.層厚2.5~3.5mの粘土

層が主体となるが，シルト層や極細粒砂層が不規則に

重なった0.5~1. 5mの厚さのユニットが頻繁にはさま

れている.粘土層には炭質物・植物片などが豊富にみ

られ，砂!習にはラミナが発達する.深度152.10m，

153.10m， 158.50m， 159.20mには藍鉄鉱が確認され

た.深度153.60mにはレンズ状の火山灰が， 157.20m 

には細粒な赤紫急火山灰 (KR229)がみられる.後者

は高島沖ボーリングで認められたBT61火山灰に同定

されている(吉川l・井内， 1993). 

B17(166.00~174.40m) :砂層から粘土層へ上方細

粒化を示す層厚0.5~1. 3mの重なりが10麗認められ

る.上方細粒化を示さない薄い砂層やシJレト層がはさ

まる場合もある.それぞれの重なりの基底は中粒砂か

ら極粗粒砂であるが，深度166.70mのものでは細擦が

基底を構成している.深度170.30m付近を境に，上部

に比べて下部の方で，砂層が薄くなっている.粘土層

では炭質物や植物片が多くみられる.

B 18(174.40~177 .10m) :シルト層から細瞭層へと

上方組粒化を示す.粗粒砂~極程粒砂層が厚さ1.3mと

このユニットの半分近くを占めている.最上部に20cm

ほどの厚さの細醗層が重なる.

B19 (177.10~181.40m): 下部が層厚2.5mの極粧

粒砂~small pebbleからなる砂操層で，全体として上

方細粒化の重なりを示す.基底部はlargepebbleから

組粒砂へ細粒化する砂瞭層である.傑の最大径は 3cm 

程度で，諜種は砂岩・チャート・石英などである.上

部に発達する粘土・シルト層には炭質物がみられ，砂

諜層にも植物片がみられる.

B20(181.40~184.43m) :粘土層と細粒砂層の繰り

返しからなる.上方組粒化といった傾向はみられない.

最上部に層厚0.4mの組粒砂層があり，その下位(深度

181.80m)に層厚45cmの火山灰層 CKR256)がある.

下部は層厚2.25mの粘土~細粒砂層て、ある.

B2 l( 184.43~192.61m) :砂諜層.極粗粒砂------small

pebbleが主体をなす.最大諜径は 5cm程度である.諜種

は砂岩・チャート・石英で，基質は中~粗粒砂のアjレ

コース質砂である.薄い粘土層・中粒砂層がはさまれ

る.

琵琶湖蔚辺の現世堆積物の粒度特性

現世堆積物についての粒度分析は，様々な堆積環境

のものについて数多く行なわれてきている.しかしな

がら，粒度特性をもとにして堆積環境や水理条件を明

らかにすることのできる汎用的な規準はまだできてい

ない.そこで今回の烏丸半島深層ボーリング試料の粒

度分析結果を解釈するに当たって，まず地形および堆

積環境の区分が明瞭な現世の堆種物について粒度特性

の解析を行ない，比較の基準とすることを試みた.，烏

丸半島の堆積物は，琵琶湖という大きな淡水湖または

その周辺の堆横物であることは確かなので，現在の琵

琶湖底や湖岸，流入湾)11，三角州などの堆穣物を比較

の対象とした.分析方法および指標値の計算方法は後

の粒度分析法の節で述べるものと同じである.

野洲川は，烏丸半島に最も近い河川であり，過去に

は烏丸半島付近において琵苦湖に流入したこともある

と推定されている(池田ほか， 1979).その野洲)11から，

流路そ、いと河口近くの琵琶湖岸とから，計23ヶ所にお
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.f (7) L ilI.C"f&::/5 ~ iJ' G:¥ti ±~"" t $*,.:'z 1t"9 6. lij; ~ (7) 

~~R~®t~~l~~@~~~.<~~~6. @ 
.·~±~~~~.~·M~m~·*W~~Gh6. 

2) ~)!¥:2. 6m. ~®O)lij;l~I\~Hj:f.El:t:lLlij;~large pebble 

~G~I), ~.~@::/5·VE::/5·T-V-~·E~·E~ 

m~~~~;06 .• *~~~7~mN . .f(7)LWR~ 

;fjLli'J>~iJ'~~ I), $tLli'Y ~ C"$~}z:1t L t.:= t :::. 0C", L 

W:O)lij;~JiliH;:::jijU:i6~h'lv'6. 3 )~)!¥:4.5m. ~®O) 

r&~!\ifj:!\i)!¥:2 .6m~, $~~small pebbleiJ' G ~ I), 

•• ~@::/5·VE::/5·T-V-~·E~·~.~~~~G 
Ij: 6 .• *~1:£fj: 6 cmf~NC";O 6. L:n$*'.:'z1t ~:iY"9 

)!¥:~ 20cmmO)li'Y!\i ~ fj: ~ fr. lij;~!\i(7)Lt:1~C"fj:f.EltLlij; 

~$*,.:'zf&~±W t"9 6 l ~ I;::: ~ I), !\i)!¥:l. 6mO) /}v I, 

• 1;:::i!f$."96. 4) !\i)!¥:2.8m. :¥.El*,.:'zf&~small pebble 

iJ' G ~ IJ, lij;~!\iiJ' G:¥.El~~*,.:'zlij;f;:::L:n$tL1t"9 6::1.. 

.:::. 'J ~ iJ" 3 @J~~-.:> t.:=O)'i? f;:::, !\i)!¥:O.5mO) /}v ~ III;::: 

iif$."96. @IIR~M~W~l<~Gh6. _.~@ 

g·VE::/5·T-v-~·E~·~.::/5~~~G~6 .• 
*~i:£ fj: 1. 5~2. 5cmC";O 6. 

(5) Be~--7/A 146.30~192.61m 

&/-~/~~, @·~lIt~±·/~~lItO). 

IJ~L~;OI), !\i~Rll)~!\iO)W~~$~tVE.~ 

O)f?1f~~ffl\~ t iJ' ~ G h 6. ::/5f§ f;::: l I) B 16~ B 2H;: 

1R~~;h6. 

B16(146.30~166.00m) : ~*i¥JI;:fti±!\iUj;!\iO) 

** I) ~ LiJ' G ~ 6. ii£Wi¥JI;: Ij:L:n$*,.:'z1t~ L:n:¥JUiL 

it tv' -.:> tdtJHCiJ Ij: dj. G;h~ v '. ~)!¥:2. 5~3. 5m O)fti± 

l~iJ'±W t ~ 6 iJ', /}v ~ !\i~;®i$t:sLli'y!\iiJ'/fmJliJ I;::: 

:i: ~ -.:> t.:= 0 . 5~ 1. 5 m O))!¥: ~ 0)::1..':::" '/ I' iJ':m:~n;::: Ij: ~ ~ 

;/1,'lv' 6. fti±III;:Ij:~.~· M~W~~iJ':mffil;:~ 

Gh, lij;lill;: fj: 7 2. TiJ'9tJi"96. m!NI52.10m, 

153,lOm, 158. 50m, 159. 20m f;::: fj:~~W;iJ'lit~ ~ ;h 

tL. m!}3i[153. 60m I;::: fj: v / ;(t!\0) 1<ill}J("iJ', 157. 20m 

~;::fj:$*,.:'z~#~51<ill})( (KR229) iJ'~Gh6. 1&:%3-

fiilili~1I=P;:G- I) /::l~1l?8.1ib G;ht.:=BT61j(ill})(I;:~IE 

~ h'l f." 6 (511!· #iAJ, 1993). 

B17(166.00~174.40m) : f&~iJ'Gfti±~""L:n$ 

w1t~:iY"9~)!¥:O.5~1.3m(7)~~ I) iJ'10~~1ib G;h 

6. L:n$*'.:'z1t ~:iY~ ~ v'lW'v'f&~~ /}v ~ ~iJqj: ~ 

~ 6:%ji'!:tJ ;06 . .fh.:c'hO)~~ I) (7)~®fj:r:f:.rtLf&iJ' 

G;®i:¥.El*'.:'z1ij;'l';O 6 iJ', m!N166. 70mO):tJ O)'l'fj:$~iJ' 

~®Hj\j'R'ZL'lP6. m!N170.30mNJli~~I;:, L$ 

v;:::J::t""'lT$O):nC", lij;~iJ'lW'< ~-.:>'lP6. fti±~ 

~fj:~.~~M~WiJ'~ < ~ GtL6. 

B18(174.40~177.10m): /}v~~iJ'G$_~""t 

L:n:¥.El:¥5I1t ~:iY"9. :¥.Elf5If&~;®i:¥.El*,.:'zli'Y~iJ')!¥: ~ 1. 3m t 

:::. 0)::1..':::" 'J ~ O)-¥~Jli < ~ d::l lib 'l v' 6 .• Lt:1r; 1;:20cm 

ff c' O))!¥: ~ O)t:f!!_lIiJ'.:i: ~ 6. 

B 19 (177. 1 0~181. 40 m) : T$iJ'~)!¥:2. 5m 0);®i:¥.El 

;fuLli'y~small pebbleiJ' G ~ 61ij;~~C", ii£w t L'lL 

:n$*,.:'z1to)~~ I) ~:iY"9. ~®t:1~fj:large pebbleiJ'lS 

mtL@",,$tL~"96@_II~;06. ~0).*~~3~ 

mN~ _.~@::/5·T-v-~·E~~~~;06. L 
$R9tJi"96~±·/~~~R~~.~~~G~ @ 

~~I;::: :tJ~1~Wif;'~G;h6. 

B 20(181 . 40~184. 43 m) : fti±Jil U:f!!tL'li'y~(7).1) 

~ LiJ' G ~ 6. L1T$tL1tt v' -.:> td~rtJfj:~ G h~v) • 

.L$I;:~)!¥:O.4m(7)$*,.:'z1ij;.JiliJ';P I), .fo)T1lI.(m!lt 

181.80m) 1;:::1il~45cm(7)1<!1lEkIil (KR256) iJ';06. 
Tim fj: ~ )!¥: 2 . 25 m (7) fti ± ~$tL@ JilC";O -is • 

B 21(184. 43~192. 61 m) : 1?Y~Iil. ~ifJ3.tHj;"'"'small 

pebbleiJ'±W~~"9. _*_1:£f;): 5 cmmN~;06 .• fi 
1j:1ij;~· T-V- r . E~l", ~.W:P~*J3.f5I1i.!l>(7)Y lv 
:J - ~ .li'YC";O -is. .v)fti±Jii· ~tLlij;JiiiJ'if;J; ~ *.tL 

6. 

JJttit:f:llJJ~I;::: J It, 'l O)tLN~i1Tfj:, ;j:)fk ~:f:tfJ~~ 

0):tJ o)l;:::Jv''l~~ < 1=r~bh 'l ~ 'lP6. GiJ' L~ 

~G, tLN~tt~:tJtRL'l:f:tfJ~~~*~*#~~ 

G iJ'I;:::"9 6:::' t O)C" ~ 6 ifLmi¥J~m~lj: ~ t!.'C" ~ 'l v' 

~v' . .f :::'C"4@J0),~1L~~i5t€~;:G- I) /;7'~f40)tL 

m~i1T~*~m~~6R~~-.:>'l, ~f~~~lU:f:t 

fjf~~(7)IR~iJHj,EjI!lj't~J~iit(7):f:tfJ~~;::: J P 'l*,.:'zN~'I'i 

O)mi1T~1T~v" .tUli'i:O)~~ t"9 6:::' t ~~~t.: . . ~ 

1L~~O):f:tfR~fJ, ft3~1ij1j t v' ~ 7\. ~ ~~*YM ~ tdj: 

.fO)millO):f:tfR~~~6:::.t~lit~~0)~, m~O)ft3 

~YM®~#iilJ$, mEA/iiJ) II, ~fi":l1'1'1 ~ t" o):f:tfit~ ~ .tt~ 

O)X1*t Gt~. ~i1T:n1t~lUf~t~i@:0)§i-ffiil::n$fj:i& 

(7)tLN~i1T$0)~~~""6:tJO)t~~~;06. 

illHJ+I) I I Ii, ,~1L~~ 1;:::.:tJ Jlip/IlJIIIC";O I), J®~ I;: 

fj:,~J.L~~i1ili~;: ~ v' 'lft3~#iilI;::: mEA L t.:= :::. t :tJ ;0 6 

t =!tIE ~ tl'llt' 6 (nEEB ff iJ', 1979). .f O)illHJ+I) II iJ' IS, 
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り，

4つの重なりからなる. 1) 

は粗粒砂""-'small からな

で，諜麓は紗岩・泥岩ーチャー 1"

る.最大華奈?おま 6cmほどマある.

ら粘土謹へと

と同じような捗霊祭翠

-植物接部・

英

中

・

)

石

そ

逮

鴎

2

られる.

.6m.基窟の砂{深層 pebble 

からなり，

中

上

位

で
よ

ろ
の
こ

ふ
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シ
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W

ト
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1

ザ
れ
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度

し

γ
判
明
以

νしい

-
1
A
l
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チ

偶

数

3

7

揺

岩

は

で

る

泥
径
一
一
ま
い

様

砂

て

大

粒

れ

最

纏

ま

る

り

なる.

厚さ

~紹粒砂

層

からなり，

ふmで，経霊祭~small

-チャート・

は6cm軽震である.

らなり，

を訴す

をはさむ.

とするようになり，溜路1.6mのシルト

る. 4)}吾淳2.8m.粗粒砂'-'smallpebble 

ら経~中粒砂によ方細粒化ずるユ

ニットが3鰐震なったのちに，

には犠物片がよくみられる.

・チャート・石英・花議資などからなる.

.5~2.5cmてるある.

(5) Beシ…ケンス 146.30~192 ‘ 61 m 

BeV…ケンスは，砂・諜層と粘土・ :y;レトj惑との繰

り返しであり， !欝準により楳層の髄参事な部分と

とがみられる.岩相により B16~B21に

dtLる.

B16(146.30~166.00m) :暴本的に粘土露と砂震の

り迭しからなる.全体的に

fとといった鎖向はみられない. J護摩2.5~3.5mの粘土

となるかえ シノレト

ったO.5~1. 5mの厚さのユニット

れている.粘土踏には炭質物・植物片な

られ，砂艇にはラミナが発達する.

153、10m，158.50m， 159.20mに

60mにはレンズ状の火

には穀業会米後手会!ki1lJx(KR229) 

にみ

，
 

、
主n
 

n
U
 

1
6
1ふ

され

157.20m 

られる.後者

オミ…リングで誌、められた

8れている(夜間・井内， 1993). 

B17(166.00~174.40m) : 

粒イじを示すj欝浮O 舎 5~1. 3mの震なり

る.上ブ粉粒化を示さない薄し

まる場合もある.それぞれの君主なり

i1I灰にi理定

ら極粗老立砂であるが，i祭農166.70mのも

基)去を構成している.深度170.30m付近

に比べて下部のブゴで，砂層が薄くなっている.

では長質物や織物片が多くみられる.

B18(174.40~171.10m) :シルト鰭から細機璃へと

粕粒砂~極程粒砂騒が康診l‘3mと

ほ

くを占めている.

る.

に20cm

B19 (177 ‘ 10~181.40m) : 

粒砂"'-small ユらなる砂礁菅で，

りそ示す.基底部はぬから

糧粒砂へ綿粒イじする砂j深層である.醸の経大筏は 3cm 

軽度で，機種は紗務・チャート・石英などぞある.

・シJレト層には炭質物がみられ，砂

難壌にも機物片がみられる.

B20(181.40~184.43m) :話ことj警と り

返しからなる.上方摺教化といった額舟はみられない.

最上部に議摩O.4mの縮粒紗震があり，そ

181.80m)にj議第訪問の火山訳語 CKR2561がある，

.25mの粘土~細粒砂j震である.

B21(184.43，-，..，192.61 m) :砂磯層.槌粗粒砂)'--""small

最大諜窪は 5cm程度である.機糠

は砂岩・チャ…ト-;0英で，基葉はじゃ~組数寄少のアfレ

コース繋砂でる6.薄い粘土震 .rt粒謀長躍がはちまれ

る.

務畿;覗濁ill.の現世堆積物(])粒渡特性

ついての粒度分析は， な堆積環境

のものについて数多く行なわれてきている.しかしな

がら，数度粋金をもとにし

らかにすること的できる汎用的な規燃はまだできてい

ないーそ ボーソング試料の粒

るにさきたって長 よび土佐

の解析 い，上ヒ較の基準とすること
由
民
吋

琵琶湖という大ぎな淡水海または

その問i況の土佐穣物であることは確かなので，現在の琵

を比較

とした.分析方法および指標儀の計算方法は後

。.
に最も近い湾問であり，過去に

おいて琵慧滋に流入したこともある

さきれている{地匝ほかその野主的jけから，

と河口近くの琵琶湖岸とから， ケ お
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第2沼.琵琶湖罵辺の湖沼~河川の現世堆積物の粒J支特性.

-3 

いて試料を採取し，粒度分析をした.但し，現在の野

洲)11は大規模な河川整備が為されているため，いずれ

の採取地点も人工的な影響が表れている可能性があ

る.

野洲川と類似性の高い愛知川については，そのデル

タ堆積物および湖岸の堆積物について石油公屈の行っ

た調査(宮田ほか， 1989， 1990:山村ほか， 1990)が

あるので，石油公団石油開発技術センターからその粒

度分析データを提供いただいて，それも比較に使用し

た

北湖の北部流入する姉川の三角州堆積物について

は，須藤(1991)および公文ほか(1993)が報告した

データを後述の手)1震と同じ方法で再計算し，使用した.

そこでは河口域の三角州蔀面からその沖合いの湖底深

部までの資料が得られている.

以上の粒度データを，中央粒径を横軸に，淘汰度を

縦軸にとり，士投積環境ごとに区別して，第 2図に示し

た.その結果に基づいて，それぞれの地形・堆積環境

における粒度特性を検討した.

〈河)11涜路〉

この堆積物は，現在の河川の主流路に堆積している

68 

3 5 7 6 8 9 10 
Phi 

もので，中央粒径一4.5φ ~0.6cþ/淘汰度0.8~2.4 とい

う広い範簡に分散するが，中央粒径一3.0cþ~0.1φ/淘

汰度1. 6~2.4の範留にやや集中している.野洲111 と愛

知)11では，両者のデータには特に差はなく，大きな粒

窪とやや悪い淘汰度が特徴と言える.

〈三角 ~Iチャネル梧土佐積物〉

これは，愛知川デルタでのボーリング試料において，

三角州のチャネル相堆積物とされているものである

(富田ほか， 1990). 中央粒笹0.Ocþ~ 1. 8cþ/淘汰度

1. 0~1. 5の範囲と，中央粒径2.4φ/淘汰度0.8~1. 0の

範囲に分布している.

〈氾濫原~後背湿地土佐積物〉

この資料は，野洲)11流域の湿地および河岸堆積物中

の砂質堆積物と泥質堆積物，そして愛知川デルタでの

ボーリング試料において氾濫原棺堆積物とされている

ものである(宮田ほか， 1990). 中央粒窪1. 5cþ~3.6cþ/

淘汰度0.7~1. 5の範囲の中~細粒砂と，中央粒径5.9φ

~8.1φ/淘汰度2.5~3.3の範囲の粗粒シノレトで代表さ

れている.この泥質堆積物のデータは少ないので，笑

際の分布はもう少し広い可能性がある.

〈湖浜~上部外浜〉

これは，野洲川河口および愛知川河口周辺の前浜と
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第 2沼.琵琶湖罵辺の湖沼~河川の現世堆積物の粒度特性.

-3 

いて試料を採取し，粒度分析をした.但し，現在の野

洲川は大規模な河JII整備が為されているため，いずれ

の採取地点も人工的な影響が表れている可能性があ

る.

野洲)11と類似性の高い愛知川については，そのデル

タ堆積物および湖岸の堆積物について石油公自の行っ

た調査(宮田ほか， 1989， 1990:山村ほか， 1990)が

あるので，石油公団石油開発技術センターからその粒

度分析データを提供いただいて，それも比較に使用し

た

北湖の北部流入する姉川の三角川、!堆積物について

は，須藤(1991)および公文ほか(1993)が報告した

データを後述の手順と同じ方法で再計算し，使用した.

そこでは河口域の三角州蔀面からその沖合いの湖底深

部までの資料が得られている.

以上の粒度データを，中央粒径を横軸に，淘汰度を

縦軸にとり，士投積環境ごとに区別して，第 2図に示し

た.その結果に基づいて，それぞれの地形・堆積環境

における粒度特性を検討した.

〈河)11涜路〉

この堆積物は，現在の河川!の主流路に堆積している

68 
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もので，中央粒径一4.5φ ~0.6cþ/淘汰度0.8~2.4 とい

う広い範囲に分散するが，中央粒径 3.0φ~O .lct/淘

汰度1. 6~2.4の範留にやや集中している.野洲)1 1 と愛

知)11では，両者のデータには特に差はなく，大きな粒

窪とやや悪い淘汰度が特徴と言える.

〈三角 ~I チャネル梧土佐積物〉

これは，愛知川デルタでのボーリング試料において，

三角州のチャネル相堆積物とされているものである

(富田ほか， 1990). 中央粒笹0.0φ~ 1. 8φ/淘汰度

1. 0~1. 5の範囲と，中央粒径2.4cþ/淘汰度0.8~1. 0の

範囲に分布している.

〈氾濫原~後背湿地土佐積物〉

この資料は，野洲JII流域の湿地および、河岸堆積物中

の砂質堆積物と泥質堆積物，そして愛知川デルタでの

ボーリング試料において氾濫原棺堆積物とされている

ものである(宮田ほか， 1990). 中央粒窪1. 5φ ~3.6cþ/

淘汰度0.7~1. 5の範囲の中~細粒砂と，中央粒径5.9cþ

~8.1cþ/淘汰度2.5~3.3の範囲の粗粒シノレトで代表さ

れている.この泥質堆積物のデータは少ないので，実

際の分布はもう少し広い可能性がある.

〈湖浜~上部外浜〉

これは，野洲川河口および愛知川河口周辺の前浜と
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上部外浜(宮田ほか， 1989)，そして愛知川デルタでの

ボーリング試料において蔀浜および上部外浜相堆積物

とされているものである(宮田ほか， 1990).それぞれ，

中央粒径0.8ify~ 1. 9ify/淘汰度0.5~0.75の範囲，中央

粒径2.3ify~2.5ify/淘汰度0.75~0.8の範盟，そして中

央粒径0.2ify~ 1. 3φ/淘汰度1. 0~1. 5の範囲に分布し

ている.淘汰の良好な中粒砂がこの環境の一つの典型

である.なお，宮田ほか(1989)のデータの内，愛知

川河口に近い前浜および上部外浜のデータは，河川!か

ら影響が強いと思われるので除外した.

〈下部外浜(波浪卓越型)>

この堆積物は，愛知川デルタでのボーリング試料に

おいて，下部外浜相堆積物(波浪卓越型)とされてい

るものである(宮田ほか， 1990). 中央粒径1. 3ify~2.6

ify/淘汰度0.75~1.45の範囲と，中央粒径2 .6ify~3.3φ/ 

淘汰度0.65~0.75の範囲の淘汰がやや良好な中~細粒

砂で代表されている.

〈下部外浜(静穏型)>

この堆積物は，愛知川デルタでのボーリング試料に

おいて下部外浜相堆積物(静穏型)とされているもの

である(宮田ほか， 1990). 中央粒径1. 7ify~2.5ify/淘汰

度O.7~1. 05の範囲に分布しており，比較的淘汰のよい

中粒石少としてまとまっている.

〈上部デルタフロント堆積物〉

これは，愛知川デノレタでのボーリング試料において

と部デルタフロント相堆積物とされているものである

(宮田ほか， 1990). 中央粒径1. 6ify~3.0ify/淘汰度

o. 75~ 1. 25の範囲に集中する.

〈下部デルタフaント堆積物〉

この堆積物は，愛知川デ/レタでのボーリング試料に

おいて下部デルタフロント相堆積物とされているもの

(宮田ほか， 1990) と，姉川河口域において，水深20~40

mの範囲で採集されたもので，下部デルタフロント相

堆積物と推定されるもの(須藤， 1991) とである.中

央粒径4.0φ~5.3φ/淘汰度2.3~3.4の範題に分布し

ており，淘汰の悪い粗粒シノレトある.両者のデータに

特に差はない

〈プロデルタ堆積物〉

この堆積物は，愛知川デルタでのボーりング試料に

おいてプロデルタ堆積物とされているもの(宮田ほか，

1990) と，姉川河口域において，水深40~50mから採

取されたもので，プロデルタ堆積物と推定されるもの

である(須藤， 1991).中央粒径6.3ify~7.3φ/淘汰度

2.2~2.6の範囲(愛知jf 1)と中央粒径6.3ify~7.3ify/淘

汰度2.9~3.1 の範囲(姉J 11)に集中するが，その他に

も中央粒径4.9ify~5.3φ/淘汰度3.5~3.75の範囲(愛

知JII と姉川)と中央粒径6.3φ~6.4φ/淘汰度3.8~4.1

の範囲(愛知川のみ)にも散在して分布している.淘

汰が非常に悪い中~細粒シルトが基本的な特徴と推定

される.

く沖合堆積物〉

この土佐積物は，姉Ifl河口から 2km以上はなれた，水

深80m以上の沖合湖底から採取されたもので，中央粒

径8.3φ~9.3φ/淘汰度2.4~2.6の範囲に分布してい

る(須藤， 1991). 

以上のように，検討されたそれぞれの堆積物は，か

なりの重なりがあるものの，第2図において固有の分

布領域をもっているものと見ることができる.特に，

河Jfl流路堆積物と後背湿地堆讃物の組み合わせのよう

に，ある環境下で組合わさって出現する堆積物の粒度

特性が，環境解析の鍵になるものと期待できる.

粒度分析法

前述の全ユニットから，種々の岩棺に対応した分析

試料を採取するように心がりた.結果的に法砂質堆積

物の試料が多くなり，擦質堆積物や泥質堆積物の分析

が少なくなったが，計206試料について分析した.

様および砂の分析は標準昔前いを用いた鯨分け法で行

なった.議い分けのための特別な前処理は行わず，試

料をよく風乾した後， 50gから100gの試料を0.5ify間

隔で重ねた箭いの最上部に入れ， 15分間電櫨式箭振ト

ウ機でふるった.泥質な堆積物については，比重計法

による分析を行なった後に，試料を舗の上にあけてよ

く水洗し，乾燥させた後に節分け法を行なって，両者

を算術的につないだ.その手JI債は公文ほか(1993)の

方法と向じである.

分析結果から各種の粒度指標値を算出したが，試料

ごとの分析の限界に応じて，以下のような処理と操作

を行なった.

①95パーセンタイルの値が得られた場合には， Folk 

and VVard (1957)の式を用いて算出.

②95パーセンタイルの{直が不明でも84パーセンタイ

ルが使える場合には， Inman (1952)の式を使用.

③84パーセンタイ/レの値が不明な場合には，測定で

きた粒度以降をl4φまで均等に配分して， 14φで100

ノTーセンタイルになるものとして，モーメント法で算

出.
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上部外誤

ボーリン

ほ

とされているものである

中央粒径0.8φ~ l.

粒径2.3φ~2

央絞径0.2φ~l.

，そし

よ

11デルタでの

ほか，‘それぞ、れ，

.5~O.75の襲額，中央

.75~O.8の範額，そしてや

.O~lふの範関に分布し

ている.

である.なお，

との穣墳の一つの典主主

ほか(l撚9)のデータの内，愛知

川河口に近い前娯およ

ら影響が強いと盟、われるの

く下部外浜(波浪車総担)>

データは，湾)11か

した

この様積物は，

おいて，

るものである

φ/淘抜度仏 75~1.

淘汰疫O.65~O.

砂で代表されている，

く下部外浜〈務穣援)>

V 

らーー

おい

で忌ある

度。珂 7~1

デルタでのボーリング試料に

とされてい

.3φ~2.6 

6φ~3.3φ/ 

中~細粒

タでのボーリング試料に

とされているもの

。 7φ ~2.5 <1>/謁汰

よしミ

中粒砂としてまとまっている.

〈上部デルタフロント機積物〉

これは，号室知)11デノレグでのボ…リング試料において

t昔日デルタフロント

(宮凹ほか， 1990). f.や

O. 75~1 25の範閤

と怒れているものである

.6φ~3.0φ/淘汰護

ずる.

く下部デルタフロント堆積物〉

この堆横物は，愛知)11 レグ"むのボーリング試料に

おいて下部デルタフロント 之されているもの

において，水深20~401990)と，

ま義援物と

ており，

ない.

〈ブロデルタ堆積物〉

下部デルタフロント相

1991)とである.中

.3~3.4の範囲に分布し

シルトある，両者のデータに

この堆穣物は，愛知)11デルタでのボーリング試料に

おいてプロデルタ地積物とされているもの{宮aほか，
1990)と，締)11河口域において，深40"'50mから採

2.2"'--2.6の範囲

と推定されるもの

.3 <1> ~7 .3<1>/謁汝箆

司 3φ~7.3φ/海

汰度2.9~3.1の範囲(姉JI 1) 

も中央教援4.9ψ~5.

知)11と捺)11)と

の範態(愛知J!rのみ)にも

汰が非常に悪し

される.

シルト

く1争会土佐積物〉

この堆讃物は， ら2

.8~4 ‘ 1 

と

水

深80m以上の沖合海惑から採態されたもおで，

窪8.3φ~9.3φ/海汰震2.4~2.6Ø綴襲警に分布してい

る{須藤， 1991). 

以上のように， はう斗

なりの重なりがあるものの，

のよう

に，ある環境下で組合わさって出現する堆積物の粒度

特性が，環境解析の鍵になるものと期待‘ひざる.

粒度分析法

議述の全ユニットから，

試料を採取するよう

した分析司

物の試料が多くなり，

が少なくなったが，

穣およ

なった.錨い分げのた

料をよく熟乾した後， 50gから100g

障で震ねた

ウ機でふるった.

による分析

く水洗し，

ト

ついては，比重計法

あけてよ

を算術的につないだ.ぞ

方法と同じである.

きを行なって，罰者

ほか(1993)の

分析結果から各機の粒肢指機{獲さE算出したが，試料

ごとの分析の限界に応じて，以下のような処理と操作

を子子なった.

φ95パーセンタイ

and Ward (1957) 

@95パーセンタイ

ルが震え

@84パーセンタイ

さき

られた場合には， Folk 

も84パーセンタイ

Inman (1952)の式を使舟.

な場合には，認定で

まで均等に配分して， 14φで100

パーセンタイルになるものとして，モーメント法で算

出，
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④中央値より粗い側の半分程度しか分析できなかっ

た場合には，中央粒径を中心とする正規分布とみなし

て， Inman (1952)の式を使用.

粒度分析の結果は，中央値を横軸に，淘汰度を縦軸

に取った分散函の上で，琵琶湖周辺の現世堆積物の粒

度特性と比較しながら検討したが，重謹をさけるため，

次の古環境の復元の節で堆積相の解析と併せて示す.

堆積古環境の復元

地層区分ごとの粒度特性を基に，第 2図の分散図上

での位置で示される粒度特性と堆積環境の関係と比較

しながら，肉眼による岩相観察と併せて，以下に堆積

古環境の検討を行う.

1. KR-A層

本層の土佐積物を中央粒径と淘汰度によって分けると

(第3図)， 

(1)中央粒径一0.5φ~1. 2ゆ/淘汰度1. 4~2.4

(2)中央粒径 2.1 r:þ ~4.1 r:þ/淘汰度0.6~1. 3

(3)中央粒窪 3.9φ~7.8φ/淘汰度2.7~3.4

の3つのグループに集中する.また，

(4)中央粒窪1. 1 r:þ~1. 2 r:þ/淘汰度1. 3~1. 4

(5)中央粒窪1. 0r:þ~1. 7φ/淘汰度0.6~0.9

にも集中の良い小さなグループが認められる.

これを第2図と対応づけると，(1)は河川流路， (2)は

三角州チャネル相・氾濫原~後背湿地の砂層・上部デ

ルタフロント・前浜~上部外浜・下部外浜， (3)は下部

デルタフロント~プロデルタ・氾濫原~後背湿地の泥

層， (4)は三角州チャネノレ相・前浜~上部外浜， (5)は前

浜~上部外浜，に対応する.

シルト~粘土層に関しては，中央値が組いという粒

度からみても沖合いの深い湖底の堆積物には対応しな

し〉

一方，シノレト~粘土層には植物根跡・炭質物が多量

に確認され，泥炭を挟んでいる層もある.根を張る植

生があったことは，数m以浅の水深を意味している.

砂層に関しでも，植物根跡が普遍的に存在することか

ら，浅い水域，または，陸上が示唆される.上方細粒

化を示すことからみると，放棄された流路の土佐積物で

ある可能性が高い.少数ながら，前浜~上部外浜に対

応する粒度の砂層が見られるが，一時的に浅い湖岸の

環境があった可能性もある.

KR-A層上部 (A1~A4) には上方に細粒化する地

層の重なりがみられ，それは蛇行河川の堆積相に似た

70 
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第4図.KR-B 層Baシーケンスの中央粒径 淘汰度図.

ものである.典型的な蛇行河川とされているもの

(Walker and Cant， 1984) よりは粗粒な砂諜の都合

が高い.粒度分析の結果からみても主流路と見られる

堆積物があり，砕謂物の運搬能力が高い河川!の影響下

にあったと考えられる.典型的な蛇行河川であったと

はいえないが，それに近い状況の河川系が発達し，沖

積平野を形成していたものと推定される.一時的には

広がりのある湖沼であった可能性もある.

一方， KR-A層下部 (A5・A6)は，上方粗粒化を

示すいくつかのサイクルと 0.5~2 ‘ Om程度の粘土j脅か

らなる.1深層の発達がないことから主流路の直接の影

響をそれほど強くは受けていないと考えられる.上方

粗粒化の重なりは，氾濫原における破堤堆積物である

可能性を示す.また，粒度特性からみて，拘汰が比較

的良好で、，湖の湖岸域のものである可能性を示す試料

が砂試料の 3分の lほどある.特に， A5ユニットの上

部にみられる砂層は，シルト!習から砂層をへて上位の

砂{深層に至る上方組粒化のサイク Jレをもち，炭質物・

植物痕跡・生物擾乱がほとんどみられないことから，

急速な堆積が行われたと考えられ，粒度的な特徴を力IJ
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しか分析できなかっ

とする正壊分布とみなし

て， Inman (1952) 

12横軸に，荷汰度を縦軸

難瞥湖周辺の現i:!:t堆積物の粒

したが，重複せをさけるため，

の解析と許せて示す.

堆積古環境の窪元

しなカぎら，

第 2闘の分散図上

と堆積糠墳の関係と比較

と併せて，以下に土佐積

1. KF芝山A

よってう子けるとと

.4~2 .4 

.6~1. 3 

.7"'-'3.4 

の3つの

にも られる.

げると，山は河川読路， (2)はこれ

-上器デ

ルタフロント・前渋~よきs外浜・下部外浜， (3)は下部

タフロント~プロデルグ・ 1白書草原~後背湿士宮の泥

チャネJレ相・前浜~上部外浜， (5)は話

る.

に閣しでは，中央{痘が粗いという詮

の深い湖底の堆積物には対応、しな

しユ

には横物根跡・ j実質物が多量

るj警もある.根を張る植

ったことは，数m以設の水深を意味している.

しても，礎物線獄、が普通的に存在することか

ら，浅い水域，または，諜ょが示唆される.上方細粒

北を示すことからみると，般棄された流蕗の堆覆物で

ある可能性が議事い.少数ながら，前浜~上部外浜に対

られるが，…詩的に浅い海岸の

もある.

l""A心には上方に縮粒北する地

りがみられ，それは蛇行持JIIの土産額穏に?なた

70 
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ものでみる.典型的な

が高い.

堆積物があり，

にあったと 11であったと

し，対3

は

;ル:r 

示すいくつかのサイクルと O.5~2.

らなる.

響をそれほど強くは受けていないと

粗主立イヒの盤なり泊、続j京における破壊椴積物である

可能性を示す.また，粒度特性からみて， 1惣汰が比較

的良野で，湖の湖岸域のものである

が砂試料の3分の lほどある.特に， A5ユニットのよ

部にみられる砂J腎は，シノレト!欝から砂躍をへて

砂{漆麗に玉三る上方総粒イむのサイクJレせをもち，炭質物・

樺物痕跡・生物援護しがほとんどみられないことから，

急速な堆棋が行われたと考えられ，粒般的な特撒を方IJ
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第 5図.KB-B 層Bb~Beシーケンスにみられる 2 種類の岩相の例.

A :1諜~粒粒砂層の優勢な岩栢 (B15ユニットの上部)， B:泥質層の多い岩相 (B16ユ二ツトの中部). 

味すると，ある程度の広がりをもっ湖の沿岸域であっ

た可能性が高い.粘土層は植物痕跡・炭質物が豊富で

あり，泥炭罵を頻繁に挟むことからラグーンもしくは

河川の後背湿地・氾濫原であると考えられる.本層下

部は河川!の主流路の影響の小さい沖積平野にあたり，

氾濫原の発達した環境と推定される.また，湖であっ

た時期もあり，湖岸にはラグーンが発達していたこと

もあると考えられる.

2. KR-B層

(1) Baシーケンス層

Baシーケンスの堆積物は，中央粒径と淘汰度で分類

すると(第4図)，

(1)中央粒笹-4.0~-2.2ゆ/淘汰度1. 4~2.2

(2)中央粒径1. 7~4.4φ/淘汰度O.7~1. 6

に集中が見られる.(1)のグループは，際質堆積物で，

河)11流路に相当するものと考えられる.実際には醗質

堆積物がもっとも多いのであるが，試料採取の偏りで，

その分析値は少なくなっている.(2)のグループは，氾

濫原の砂質堆積物・上部デルタフ四ント・下部外浜の

砂質土佐積物に対応する. これらのほかに，淘汰度の著

しく悪い細粒砂とシJレト質粘土とが1試料ずつ認めら

れる.前者は氾濫原から下部デルタフロントに近い領

域に，後者はプロデルタと湖沖合いの堆積物の中間の

領域に位置している.

本層はほとんど砂諜層からなる堆積物であり，その

地層の重なりの様式は，網状河川の堆積物，または，

扇状地の中・下部の堆積物に類似する.諜質堆積物の

多さと泥質堆積物の少なさからみると，扇状地の中・

下部で，網状河)11型の堆積作用で形成された堆積物と

考えられる.しかしながら，泥質堆積物が細粒で，深

い水域を示唆することと矛盾する.

(2) Bb~Beシーケンス層

Bb~Beの 4 つのシーケンスは，いずれも中規模の

上方細粒化を示し，類似した岩相の組み合わせと重な

りが認められる.それゆえ，一括して検討する.これ

らのシーケンスには大きくわけで 2つの岩棺が見られ

る. 1つは諜層を伴うの組粒砂層が優勢な岩相で， B 
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第 5図. KB… B露Bb~B合シーケンスにみられる 2 種類の岩相の例.

A:機~粒粒f&援の優勢な務総 (B15ユニットのよ部)， B: CB16ユニットの中音s)，

味すると，ある譲渡の広がりをもっ滋の沿岸域でトあっ

は濯物療跡働

基うり，泥炭j欝そj麗繁に挟むことからうラグーンもしくは

河11の後背混地・氾濫原であると考えられる.

部はf河川!の主流絡の影響の小さきい沖積平野にあたり，

した環境と推定される‘また， ~認であっ

た時期もあり， ~，認誇にはラグーンが発達していたこと

もあると考えられる.

2. KR-B層

(1) Baシ…ケン

Baシ…ケンスの士住宅資物は，

すると(第4臨ん

と潟故渡で分類

(1)中央栓径一4.O~-2.2~長/潟汰度1. 4~2.2

(訟や央教径1.7~4.4φ/淘汰度O.7~1. 6

に集中が兇られる.出のグ/レ…プは，諜質検積物で，

河111流路に椋当するものと考えられる.実際には霊祭賞

もっとも多いのであるが，試料採取の織りで，

その分析値は少なくなっている.訟のグループは，沼

濫原の砂嚢竣積物・上部デルタフ訂ント・下部外誤の

砂嚢土佐議物に対る. これらのほかに，潟誌度の務

しく悪い細粒砂とシルト質粘土とが2試料ずつ認めら

れる.前警は氾濫原から下部デルタフロントに近い韻

後者はプロデノレタと讃沖合いの堆積物の中間の

している.

はほとんど砂牒層からなる堆積物であり，その

りの様式は，窮状河川|の堆穣物，または，

中・下慈の堆機物に類似する.藤賢士後糠物の

多dと諾繋堆積物の少なぎからみると，震状地おや・

親状河川|裂のま差額作用で形成さFれたまを積物k

考えられる.しかしながら，滋賀堆護物が細粒で，

い*域を示唆するこたと矛j蓄する.

(2) Bb~Beシーケンス潜

Bb~Beの 4 つのシーケンスは，いずれも中規壌の

上方細粒化を示し，類似した器搭の組み会わせと

りが認められる.ぞれゆえ，一括して検討する.これ

らのシーケンスには大きくわげて 2つの岩柑が見られ

る. 1つは機態を伴うの粧粒致警が優勢な務相で， B 
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B 10， B 12， B 15， B 19， B 21などが代表的なも

のである.その典型的な岩棺を第5図Aに示した.

う一つは，泥質層の割合が比較的多く，中~細粒砂層

を伴い，牒罵がまれな岩相で， B7， B9， Bll， B14， 

B16， B17， B20などがこれにあたる.このタイプの

典型的な岩棺を第5図Bに示した.

中央粒径と淘汰度にもとづく分散図(第 6，7国)で

も

8， 

は，

(1)中央粒径 3.0~-0.5φ/淘汰度1. 5~2.9

(2)中央粒径1.0~ 4.2φ/淘汰度0.5~ 1.7 

(3)中央粒径 4.0~ 8.0 <ÞI淘汰度2.2~3.5

に集中がみられる.第2図との対応関係を見ると， (1) 

グループは河川流路にほぼ対応し， (2)グループは三角

州チャネルか，氾濫原~後背湿地の砂層に対応する.

(3)グループは，下部デルタフロントか，後背湿地の泥

層にあたるものと考えられる.

砂瞭層の優勢な岩相は，網状河)11に特徴的とされる

上方細粒化の重なり (Walkerand Cant， 1984)によ

く似ている.その砂瞭層が(1)のグループに対応してお

り，それを河川流路とみることは，岩棺から考えても

適当である.砂瞭層の間に挟まる薄い砂層や泥質層が

(2)および(3)のグループの一部に対応し，それらには炭

質物や植物遺体が多くみられることからみても，小規

模な氾濫原の破堤堆積物および後背湿地の堆積物と考

えられる.

一方，泥質層の多い岩棺では，上方細粒化または上

方組粒化の重なりが顕著には見られず¥泥炭罵などの

炭質な堆積物の発達がよい.粒度上でも(1)のグループ

に属する堆積物はほとんど見られず¥大部分が(2)およ

び(3)のグループである.中~極細粒砂を主体とする砂

層は，三角州チャネjレの土佐積物， もしくは，氾濫原の

破堤堆積物であり，シルトを主体とする泥質堆積物は，

デルタフロントの前面の堆積物か，氾濫原の後背湿地

における堆積物と考えられる.湖岸の堆積物に対応す

る，中央粒径0.8~2.0φ，淘汰度0.4~0.8 <p の砂層はほ

とんど見られないことは注目される.

以上のような点からみて， Bb~Beシーケンス中の

砂探層が優勢な岩相は扇状地の中・下流部から沖積王子

野の上部付近の網状河川の堆積物であれ主流路の影

響が大きい堆積場で形成されたものと考えられる.

た，泥質堆積物の優勢な岩相は，烏丸半島付近が沖積

平野の下部からデルタのような環境になった時期に形

成されたものと考えられる.ただし，河川が蛇行河川

型に変化していて，流れの主軸が烏丸半島付近から大
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第B図.KH-B 層Bb~Bdシーケンスの中央値一淘汰度陸.
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きく離れて，烏丸半島付近には，支流にあたる小規模

な流路しかなかった状態という可能性もある.いずれ

にしても，粗粒砕屑物の供給が大きくて，網状河)11が

発達し，扇状地が烏丸半島付近まで張り出した時代と，

麗状地が大きく後退して沖積平野の下流部から浅い湖

沼という時代(または，蛇行河川となった時代)とが

何度も繰り返していたということがわかる.

烏丸半島の深層ボーリング試料のKR-A層では，深

度1l.74mに鬼界一アカホヤ火山灰 (KR21)，深度

24.67mにAT火山灰 (KR39-E)が確認されている.

鬼界一アカホヤ火山灰の年代は6，300年前である(町

田・新井， 1978). AT火山灰の年代は，様々な議論の

あるところであるが，最近24，300年前という 14C年代

が出され，暦年ではそれよりも 2， 3千年古いだろう

と指摘されている(村山ほか， 1993).一方，タンデト

ロン質量分析計によって測定されたKR-A層の植物

遺体や木片の14C年代は，深度の増加とともに古い年

代を示し，測定された最深の試料(深度32.19m)
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8， BIO， B12， B15， B 

のである.そ

B21な

う一つは，

を伴い，諜震がま

5週Aに示した.も

し中~諮粒砂層

B7， B9， Bll， B14ラ

B16， B17， B20などがこれにあたる.このタイプの

典型的な;告相を第51謡Bに示した.

中央粒径と淘汰度にもとづく {第G，7罷)で

は，

(1)中央粒控 3.0"-司 O.

(2)中央粒筏1.0"-4 

恥5"""2.9

.5"""1. 7 

(3)中央粒鐙 4.O~ 8. O <þ/湖汰庶2.2~3 働ら

に集中がみられる.第2閣との対応関係を見ると， (1) 

グループは河川苦iE路にほぼ対応し， (2)グノレ ω プは三角

州チャネルか，氾君主i京~後予孝雄地の砂層に対応ずる.

(3)グループは，下部デルタフロントか，後背湿地の泥

濯にあたるものと考えられる.

砂穣j蓄の{愛勢な岩相;ふ舗;法判JIIに特徴的とされる

上方主回数仕の重なり (Walker and 

く{以ている.そ

り，それを間JII

適当である.

(2)および(3)の

質物や議物遺体が多くみられる

模な氾濫顕の破堤土佐穣物およ

1984) によ

プに対応してお

えても

いそれらには設

とからみても，小規

と考

えられる.

一方，泥質閣の多い岩柑で

方組粒化の重きなり

炭質な堆横物の発達がよい.

にj書する堆積物はほとん

び(3)むグループである.

j喜は，三角州チャネ

破堤堆穣懇で、あり，シルト

デノレタアロント

または上

られず¥泥炭層などの

も(1)のクVレープ

大部分が(2)およ

をま体とする砂

もしくは，氾i鷺原の

とする潟紫地積物は，

沼若草原の後背謹地

における堆積物と考えられる.湖岸の縫穣物に対JZ.す

る，中央教授0.8~2.0<þ， 淘汰き芝0.4~0.8φの砂層は;ま

とんど克られないことは詮関される.

以上のような点からみて， Bb~Beシーケンス rþ の

砂霊祭層がf豪勢な岩絡は議棋士設のやー下流部から沖穣王子

野の上部付近の網状河川

響が大きし

り，主流銘の影

られるま

た，

平野の下部からデルタのようえ主環境になった時期に形

成されたものと考えられる.ただし，河JIが蛇行持JII

型に変化していて，流れの:主車協が烏丸半島付近から大
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きく

な詫路しかなかっ

にしても，

発達し，

麗状地が大きく後退し

沼という時代{または，

何度も繰り返していたという

あたる小提模

もある.いずれ

きくて，鱗状湾}IIが

り出した持伐と，

ら浅い瀦

!となった時代}とが

とカ汁っかる.

土佐積環境の時代的変濃

烏丸半島の深j欝ボーリング拭料のKR-A鷲では，深

度lL74mに鬼界一アカ*ヤ火 UIJ来 (KR21)，深度

24.67mにAT火山灰 (KIミ39-E)が確認されている.

鬼界一アカホヤ火山灰の年代は6，300年前である(問

回・新井， 1978). は，棟々な議論の

三うるところであるが，最近24，蔀という14C年代

がよちされ，驚年ではそれよりもし 3守二年吉いだろう

と指擁されている{村山

ロン糞量分析許によって

遺体や木Jtの14C

代を示し，関定された

とともにさい年

.19m)で
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